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第三種 電気主任技術者下期試験の指摘された問題の解説について 

 

第三種電気主任技術者試験委員会 

 

第三種 電気主任技術者下期試験にて，新電気 5 月号付録（オーム社）P114-116 より問題

の指摘がございました。当委員会では，この御指摘を踏まえ再検討した結果，誤りではあ

りませんでしたので下記のとおり解説いたします。 

なお，当試験センター及び試験委員会では，一部の主張にとらわれず普遍的な技術内容

を検定済み教科書等の文献を参考にしつつ審議を重ね出題しております。当委員会として

は，多義性を生じる表現を回避すべく，文字の表記や文章などを含め，技術革新及び法令・

技術基準の改定等を反映して，問題表現の精査を引き続き慎重に進めてまいります。 

 

 

 

  



 

＜電力科目 問 10＞ 

 

問題文(4)： 

(4) 電力ケーブルの布設方法において，直接埋設式は最も工事費が安く，工期が短いが，ケ

ーブル外傷等の被害のリスクが高く，ケーブル布設後の増設も難しい。一方で，管路式

と暗きょ式（洞道式）は，ケーブル外傷等のリスク低減やケーブル布設後の増設にも優

れた布設方式である。中でも暗きょ方式は，電力ケーブルの熱放散と保守の面で最も優

れた布設方法である。 

 

新電気 5 月号付録（オーム社） 当委員会 

 

問題文(4)で，「暗きょ式は，電力ケ

ーブルの熱放散と保守の面で最も優

れた布設方式である」とありますが，

直接埋設式も熱放散性がよいので，

暗きょ方式と比較してどちらが優れ

ているかを判断するのは難しいとこ

ろです。 

 

 

「一方で，」の記述以降は，管路式と暗きょ式（洞

道式）の内容です。暗きょ式が熱放散と保守の面

で最も優れるものといえます。（出典１，２, ３） 

主任技術者は，方式別の技術的得失を理解し，

保守性など多面的に判断をすることが求められま

す。 

 

 

 

出典１：電力技術１（工業 742）オーム社 p.74  2023 年 1 月 15 日発行 

 

 

 

 

 

 

 



出典２：電気工学ハンドブック第７版電気学会編 オーム社 P.1466 

 

 

 

出典３：電力技術１（工業 740）実教出版 p.121 令和 5 年 1 月 25 日発行 

 

 



＜機械科目 問５＞ 

 

新電気 5 月号付録（オーム社） 当委員会 

 

供給電圧は一般的に線間電圧のこ

とを指す場合が多いと思います。 

 

 円筒形三相同期電動機のベクトル図を理解してい

るかの問題となります。選択肢を見ると一相分のベ

クトル図が記載されていることから，正しい一相分

の等価回路を描くことで解を導きます。 

 出典４の教科書でも，一相分の等価回路における

電圧を供給電圧と記述しており，本問においても電

圧については供給電圧と記述としています。 

 

 

出典４：電気機器（工業 739）オーム社 pp.159-160  2023 年 1 月 15 日発行 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

＜機械科目 問 13＞ 

 

新電気 5 月号付録（オーム社） 当委員会 

選択肢の横軸が log10，折れ点角周

波数が K/T などの値となっていま

す。（ので誤り：事務局補記） 

出題対象の線形システムの周波数特性の代表的可

視化手法としてのボード線図は，その横軸に角周波

数を直読する目盛りを振りつつも，対数軸上で表記

することが一般的常識として，教科書等の記述で共

有されています（出典５）。 

この後半の常識を確認する意味で，本問では横軸

の説明に log10と表記しました。K/T は折れ点角周

波数であることから，グラフには角周波数として表

記しています。 

 ボード線図の横軸で角周波数の値そのものを読み

取るべきことは出題者が要求する電気技術者に必要

な知識であり，選択肢にまさにご指摘にある 10 のべ

き乗表現の可能性を誘発するような対数表記の候補

を設けていないことから，log10と記したことに起

因する解釈多義性により，受験者が困惑し正答率が

影響を受けた可能性はありません。 

 したがって，本出題は誤りとは言えません。 

 

出典５：電子機械入門シリーズ  メカトロニクス  鷹野英司著  オーム社  2021 年  第

2 版 1 刷  P.210 

 

 

以上 


